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平成28年第１回臨時会議事日程（第１号） 

 

平成28年11月29日（火） 

午前 10時 00分開議  

 日程第１ 会議録署名議員の指名について 

 日程第２ 会期の決定について 

 日程第３ 議案第59号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て 

 日程第４ 議案第60号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定について 

 日程第５ 議案第61号 平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第５号）について 

 日程第６ 議案第62号 平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につい

て 

 日程第７ 議案第63号 平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて 

 日程第８ 議案第64号 平成２８年度吉富町水道事業会計補正予算（第３号）について 

 

会期日程表（案） 
 

目  次 月  日 曜 区  分 開 議 時 刻 摘      要 

第 １ 日 11月29日 火 本会議 午前10時 

 開会 

 会期の決定 

 提案理由の説明 

 質疑、討論、採決 

 閉会 
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平成28年第１回吉富町議会臨時会会議録（第１号） 
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開       会  11月29日 10時00分 

応  招  議  員  １番 中家 章智       ６番 花畑  明 
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           ３番 太田 文則       ８番 岸本加代子 

           ４番 梅津 義信       ９番 丸谷 一秋 

           ５番 横川 清一       10番 若山 征洋 

不 応 招 議 員  なし 

出  席  議  員  応招議員に同じ 

欠  席  議  員  不応招議員に同じ 

 

地方自治法第１２１  町    長 今冨壽一郎   健康福祉課長 上西  裕 

条の規定により説明  総 務 課 長 守口 英伸   上下水道課長 赤尾 肇一 

のため会議に出席し  企画財政課長 奥田 健一 

た者の職氏名      

 

本会議に職務のため  局    長 奥邨 厚志 

出席した者の職氏名  書    記 太田 恵介 

 

町長提出議案の題目  別紙日程表のとおり 

議員提出議案の題目  別紙日程表のとおり 
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午前10時00分開議 

○議長（若山 征洋君）  おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１０名で、定足数に達しております。 

 ただいまから、平成２８年第１回吉富町議会臨時会を開会いたします。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の決定 

○議長（若山 征洋君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に岸本議員、丸谷議員の２名を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（若山 征洋君）  日程第２、会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、お手元に配付の会期日程表（案）のとおり、本日

１１月２９日の１日間としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、会期は本日１１月２９日の１日間に決

定いたしました。 

 これから議事に入ります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第５９号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

日程第４．議案第６０号 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例

の一部を改正する条例の制定について 

日程第５．議案第６１号 平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第５号）について 

日程第６．議案第６２号 平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

日程第７．議案第６３号 平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

について 

日程第８．議案第６４号 平成２８年度吉富町下水道事業会計補正予算（第３号）について 

○議長（若山 征洋君）  日程第３、議案第５９号から日程第８、議案第６４号の６議案を一括議

題といたします。 
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 事務局に議案を朗読いたさせます。事務局。 

○書記（太田 恵介君）  議案第５９号一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、議案第６０号単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、議案第６１号平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第

５号）について、議案第６２号平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついて、議案第６３号平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、

議案第６４号平成２８年度吉富町水道事業会計補正予算（第３号）について、以上であります。 

○議長（若山 征洋君）  次に、町長に提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（今冨壽一郎君）  皆さんおはようございます。本日、平成２８年第１回臨時町議会を召集

しましたところ、議員各位には公私ともに極めて御多用の中を御出席いただき、まことにありが

とうございます。 

 このたびの臨時議会には、条例案件２件、予算案件４件の計６案件について御審議願いたく、

御提案するものであります。 

 提案理由について御説明申し上げます。 

 議案第５９号は、一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。 

 平成２８年８月８日の人事院勧告に基づき、これを実施するため一般職の職員の給与改定を行

うものであります。 

 議案第６０号は、単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改

正する条例の制定についてであります。 

 一般職の職員に準じて、給与改定を行うものであります。 

 議案第６１号は、平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第５号）についてであります。 

 既定の歳入歳出予算にそれぞれ５９０万２,０００円を追加し、予算総額を３３億１,４０９万

２,０００円とするものであります。 

 歳入では、１７款繰入金１項基金繰入金で公共下水道事業費基金繰入金２０５万２,０００円

の増額、１８款繰越金１項繰越金で前年度繰越金３８５万円の増額、歳出では、給与条例の改正

に伴う人件費で特別会計への繰出金を含めて総額で３６６万４,０００円の増額、１１月新規採

用職員の給与決定に伴う人件費で３３万８,０００円の増額、４款都市計画費５項公共下水道費

で公共下水道事業特別会計繰出金として、給与改定に伴う人件費１５万２,０００円を含め

２０５万２,０００円の増額であります。 

 議案第６２号は、平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）についてであ

ります。 
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 既定の歳入歳出予算にそれぞれ１０万８,０００円を追加し、予算総額を９億４,６０２万

７,０００円とするものであります。 

 給与改定に伴う増額補正であります。 

 議案第６３号は、平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてで

あります。 

 既定の歳入歳出予算にそれぞれ３,８１５万２,０００円を追加し、予算総額を４億６,９５９万

２,０００円とするものであります。 

 歳入では４款繰入金１項繰入金で一般会計繰入金２０５万２,０００円の増額、７款町債１項

町債で公共下水道債３,６１０万円の増額であります。 

 歳出では、２款事業費１項事業費で給与改定に伴う人件費として、総額で１５万２,０００円

の増額、管渠実施設計委託料５,８００万円の増額、管渠布設工事費２,０００万円の減額であり

ます。 

 議案第６４号は、平成２８年度吉富町水道事業会計補正予算（第３号）についてであります。 

 収益的支出に１２万８,０００円を追加し、収益的支出総額を１億３,２８８万９,０００円と

するものであります。 

 給与改定に伴う増額補正であります。 

 以上、提出議案についてはいずれも行政運営上重要なものであります。何とぞ慎重に御審議の

上、御議決くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  提案理由の説明が終わりました。 

 日程第３、議案第５９号一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。 

○総務課長（守口 英伸君）  御説明いたします。 

 本年の人事院勧告に基づく給与改定は大きく３点です。月例給の引き上げ、ボーナスの引き上

げ、扶養手当の見直しの３点となっております。 

 月例給については、本年４月時点で民間給与が国家公務員の月例給を７０８円、率にして

０.１７％を上回る結果となりました。そのため、４月にさかのぼって給料表の水準を若年層で

１,５００円程度、その他については４００円、率にして平均０.２％引き上げる勧告が行われて

います。 

 ボーナスにつきましても、民間の支給割合が国家公務員を０.１２月分上回ったことから、

０.１月分の引き上げの勧告が行われています。なお、引き上げ分は勤務実績に応じた給与を推
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進するため、勤勉手当に配分することとなっています。 

 扶養手当の見直しについては、社会全体として共働き世帯が片働き世帯よりも多くなるなど、

女性の就労をめぐる状況に大きな変化が生ずる中、民間において配偶者に家族手当を支給する事

業所の割合が減少傾向にあることから、配偶者に係る手当てを削減し、その分を子どもに係る手

当てに再配分する勧告が行われています。 

 本町の給与条例につきましても、人事院勧告に沿った内容で改正をいたしたく、御審議をお願

いするものでございます。 

 それでは、議案書２ページをごらんください。あわせて、資料ナンバー１の新旧対照表もごら

んいただければと思います。 

 新旧対照表は右側が現行、左側が改正案で下線を引いた部分が改正箇所ということになってお

ります。 

 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例、第１条、見出しとして「一般職の職

員の給与に関する条例の一部改正」、一般職の職員の給与に関する条例（昭和６３年条例第

６８号）の一部を次のように改正する。 

 第２１条第２項中「掲げる額」を「定める額」に改め、これは字句の改正でございます。同項

第１号中「１００分の８０」を「１００分の９０」に、これは再任用以外の職員、いわゆる一般

の職員の勤勉手当の割合を１００分の１０、０.１月分引き上げるものでございます。「１００分

の１００」を「１００分の１１０」に改め、これは一般の職員のうち、課長の職にある者の割合

を同じく１００分の１０、０.１月分引き上げるものでございます。 

 次、同項２号中「１００分の３７.５」を「１００分の４２.５」に、これは、再任用職員の勤

勉手当の割合を引き上げるもので、再任用職員については一般職員の半分、１００分の５、

０.０５月分引き上げるものでございます。「１００分の４７.５」を「１００分の５２.５」に

改める。同じく再任用職員で課長職にある者の割合を１００分の５引き上げるものでございます。 

 新旧対照表は２ページをごらんください。 

 附則第１６項中「１００分の１.２（特定幹部職員にあっては、１００分の１.５）」を

「１００分の１.６５」に、とあります。この附則第１６項の規定は、高齢職員の給与を抑制す

るための規定で、年齢５５歳以上で、かつ給料表の職務の級が６級の課長の勤勉手当の支給上限

額を定めるものでございます。本則２１条第２項第１号で算出された勤勉手当の支給上限額から、

ここに記載されている割合を乗じて得た額を減額した額を支給上限額とするものであります。勤

勉手当の支給割合が引き上げられたため、減額する割合も引き上げるというものでございます。

ここに該当する職員は特定幹部職員だけでありますので、今回の改正で一般職職員の割合である

「１００分の１.２（特定幹部職員）にあっては、」という字句を削り、「１００分の１.５」を
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「１００分の１.６５」に改めております。減額される割合である現行の１００分の１.５は、改

正前の特定幹部職員の勤勉手当の支給割合１００分の１００の１.５％、改正後の１００分の

１.６５は、同じく改正後の支給割合１００分の１１０の１.５％となっております。 

 次に、「１００分の８０（特定幹部職員にあっては、１００分の１００）」を「１００分の

１１０」に改める。この規定は、附則第１３項の規定により給与抑制対象職員の給料月額に

１００分の９８.５を乗じて得た額が、その職員の属する職務の級における最低の号級の給料月

額に達しない場合は抑制する措置は講じず、そのまま特定幹部職員の支給割合を支給上限とする

という規定があります。給与抑制対象外の特定幹部職員と同じ支給割合である現行の「１００分

の１００」を「１００分の１１０」に改めるものでございます。 

 「別表１を次のように改める」ということで、１級、２級の若年層で１,５００円、中間層で

は段階的に引き上げ額が下がり、高齢層では４００円の引き上げというふうになっております。 

 議案書６ページ、新旧対照表は８ページをごらんください。 

 議案書６ページです。第２条、一般職の職員の給与に関する条例の一部を次のように改正する。 

 第１２条第２項中「以降」を「以後」に改め、これはもう字句の改正です。同項第２号中「及

び孫」を削り、同項中第５号を第６号とし、第４号を第５号とし、第３号を第４号とし、第２号

の次に次の１号を加える。第３号満２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある孫、

この改正は、現行では同額である子と孫の扶養手当月額に差をつけるため、子と孫の定義を分け

るものでございます。 

 第１２条第３項を次のように改める。 

 第３項扶養手当の月額は、前項第１号及び第３号から第６号までのいずれかに該当する扶養親

族については１人につき６,５００円同項第２号に該当する扶養親族（以下「扶養親族たる子」

という。）については１人につき１万円とする。第１号に該当する配偶者、第３号に該当する孫、

第４号に該当する父母及び祖父母、第５号に該当する弟、妹、第６号に該当する重度心身障害者

については、１人につき６,５００円、第２号に該当する子については１人当たり１万円とする

改正でございます。 

 新旧対照表は９ページをごらんください。 

 第１３条第１項中「一に該当する」を「いずれかに掲げる」に改め、これは字句の改正です。

「（新たに職員となった者に扶養親族がある場合又は職員に第１号に該当する事実が生じた場合

において、その職員に配偶者がないときは、その旨を含む。）」を削り、この改正は、現行では

職員に配偶者がない場合においては、扶養親族のうち１人については１万１,０００円とされて

おります。しかし、改正によりその規定がなくなるため、それを定めているこの条文を削除する

ものでございます。同項第２号中「前条第２項第２号又は第４号」を「扶養親族たる子又は前条



- 8 - 

第２項第３号若しくは第５号」に、とあります。これは、第１２条第２項の改正に伴う号ずれに

よる改正でございます。「扶養親族たる要件」を「扶養親族としての要件」に改め、これは字句

の改正です。同項３号及び第４号を削り、この改正は先ほどと同様に、現行では職員に配偶者が

ない場合においては、扶養親族のうち１人については１万１,０００円とするとされております

が、改正によりその規定がなくなるためこれを規定しているこの条文を削除するものでございま

す。同条第２項中「、扶養親族」を「、職員に扶養親族で前項の規定による届出に係るもの」に

改め、「ない」の次に「場合においてその」を加え、「前項第１号」を「同項第１号」に、「生

じた場合においては」を「生じたときは」に改めてます。この改正は、扶養親族がない職員の定

義を扶養親族の届け出がない職員に改めることと、これに伴う字句の改正でございます。 

 新旧対照表は１０ページをごらんください。 

 「すべて」を「全て」漢字に改め、同条第３項中「これを受けている職員にさらに第１項第

１号に掲げる事実が生じた場合、扶養手当を受けている職員に扶養親族で同項の規定による届け

出に係るものの一部が扶養親族たる要件を欠くに至った場合、扶養手当を受けている職員につい

て同項第３号若しくは第４号に掲げる事実が生じた場合又は職員の扶養親族たる子で同項の規定

による届出に係るもののうち特定期間にある子でなかった者が特定期間にある子となった」を

「次の各号のいずれかに掲げる事実が生じた」に改めてます。この改正は、何々の場合と要件を

幾つか上げてますが、その要件を１つの文章であらわしていたものを１号、２号、３号というふ

うに号建てに改正したものでございます。「これらの」を「その」に、「扶養手当を受けている

職員にさらに第１項第１号」を「第１号」に改め、これは号建てへの改正に伴う字句の改正でご

ざいます。次、「（扶養親族たる子、父母等で同項の規定による届出に係るものがある職員で配

偶者がないものが扶養親族たる配偶者を有するに至った場合における当該扶養親族たる子、父母

等に係る扶養手当の支給額の改定を除く。）及び扶養手当を受けている職員のうち扶養親族たる

子、父母等で同項の規定による届出に係るものがある職員が配偶者のない職員となった場合にお

ける当該扶養親族たる子、父母等に係る扶養手当の支給額の改定」を削り、とあります。この改

定は、先ほどから出ております、現行では職員に配偶者がない場合においては扶養親族のうち

１人については１万１,０００円とされていますが、この改正によりこの規定がなくなりますの

でこの条文を削除するものでございます。同項に次の各号を加える。 

 第１号、扶養手当を受けている職員に更に第１項第１号に掲げる事実が生じた場合。第２号、

扶養手当を受けている職員の扶養親族で第１項の規定による届出に係るものの一部が扶養親族と

しての要件を欠くに至った場合。第３号、職員の扶養親族たる子で第１項の規定による届出に係

るもののうち特定期間のある子でなかった者が特定期間にある子となった場合。第３項の前段部

分を号建てにするものでございます。 
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 新旧対照表は１１ページをごらんください。第２１条第２項第１号中「１００分の９０」を

「１００分の８５」に、「１００分の１１０」を「１００分の１０５」に改め、とあります。こ

の改定は、附則第１条第１項の規定により、平成２９年度から実施するものであります。勧告に

基づく勤勉手当１００分の１０、０.１月分の引き上げは、本年度は１２月で支給しますが、平

成２９年度からは６月と１２月に分け、それぞれ１００分の５、０.０５月分支給するというも

のでございます。同項第２号中「１００分の４２.５」を「１００分の４０」に、「１００分の

５２.５」を「１００分の５０」に改める。この改正は、先ほどと同様に再任用の職員について

も、平成２９年度から６月と１２月にそれぞれ１００分の２.５、０.０２５月分ずつ支給するも

のでございます。 

 新旧対照表は１２ページをごらんください。附則第１６項中「１００分の１.６５」を

「１００分の１.５７５」に、「１００分の１１０」を「１００分の１０５」に改める。附則第

１６項は、高齢者の給与を抑制するための規定で、５５歳以上で６級の課長の勤勉手当の支給上

限額を定めるものであります。減額する割合についても、平成２９年度から６月と１２月を均等

にするものです。１００分の１.６５は１００分の１１０の１.５％、１００分の１.５７５は

１００分の１０５の１.５％です。１００分の１１０と１００分の１０５は、最低号級に達しな

い場合は給与抑制対象外の特定幹部職員と同じ支給割合とするものでございます。 

 議案書は７ページをごらんください。 

 附則でございます。第１条、（施行期日等）この条例は公布の日から施行する。ただし、第

２条及び附則第３条の規定は、平成２９年４月１日から施行する。第２項、第１条の規定（一般

職の職員の給与に関する条例（以下「給与条例」という。）第２１条第２項及び附則第１６項の

改定規定を除く。次条において同じ。）による改定後の給与条例、次条において「第１条改定後

給与条例」という。）の規定は、平成２８年４月１日から適用する。給料表の改定は４月にさか

のぼって適用するというものでございます。 

 （給与の内払）第２条、第１条改正後給与条例の規定を適用する場合においては、第１条の規

定による改正前の給与条例に基づいて支給された給与（一般職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例（平成２６年条例第１８号。以下この条において「平成２６年改正条例」とい

う。）附則第５条の規定に基づいて支給された給料を含む。）は、第１条改正後給与条例の規定

による給与（平成２６年改正条例附則第５条の規定による給料を含む。）の内払いとみなす。こ

の平成２６年改正条例というものは現給保障を示しております。この２６年で給料表は減額され

ました。その際、附則５条によりまして「現給を保障する」という規定がございましたので、こ

の現給保障分を含むというものでございます。 

 議案書は８ページをお願いします。 
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 附則第３条で（平成３０年３月３１日までの間における扶養手当に関する特例）という規定が

ございます。ここに規定されている内容を表にまとめておりますので、その表で御説明したいと

思います。資料ナンバーの１の１３ページをごらんください。ここに附則第３条「平成３０年

３月３１日までの間における扶養手当に関する特例」ということで表を示しております。扶養親

族ごとに各年度における手当て額を記載しております。１２条第１項第１号で規定されている配

偶者は、平成２８年、今年度は１万３,０００円ですが２９年度は１万円、３０年度以降は

６,５００円、その下、子、附則第２号で規定されている子は、２８年度は６,５００円、２９年

度は８,０００円、３０年度は以降は１万円となってます。第３号から第６号で規定されている

孫、父母及び祖父母、弟、妹、重度心身障害者は６,５００円のままです。その下、米印で職員

に配偶者がない場合の扶養親族１人に係る手当てについては、平成２８年度は現行の１万

１,０００円、２９年度は子１万円、父母等９,０００円、３０年度以降は制度がなくなりますの

で、この表に掲げる子または父母等の額のままとなっております。附則第４条、（規則への委

任）、前２条に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

 以上で説明を終わります。慎重に御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。 

○議長（若山 征洋君）  担当課長の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。なお、質疑に当たっては自己の意見は述べられないことになってお

ります。また、質疑の回数は同一議員につき同一議題について３回を超えることができないよう

になっていますので、よろしくお願いします。 

 それでは、本案に対して御質疑はありませんか。是石議員。 

○議員（７番 是石 利彦君）  総務課長の説明の中に「人勧による」とありましたが、人勧によ

るちゅう説明の中に「国家公務員と比較して」とありました。当然、国家公務員の給与体系と地

方自治体の給与体系、スタートもあれも違うんだろうと思いますが、仮に基本的な計算方法とし

ては、国家公務員給与に何か係数を掛けるんだろうと思うんですが、地方によって変わると思い

ます。吉富町の場合はどのように計算されるんでしょうか、お願いします。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えいたします。 

 給料表につきまいては、国家公務員の給料表と同じものを採用しております。ただ、国家公務

員の場合、勤務地に応じて地域手当等、その給与とは別に地域手当等が支給されております。吉

富町の場合はその地域手当はございません。そういったところで地域の差は出ているものという

ふうに認識しております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  山本議員。 
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○議員（２番 山本 定生君）  ２番、山本です。今いろいろ説明がありまして、人事院勧告に基

づいての給与改定という条例改正といふうにお聞きしました。文言訂正という若干町独自のよう

な部分もあるんでしょうけど、大きな意味での町独自の何か変更点というのはこの中にあります

でしょうか。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えいたします。 

 町独自はございません。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  山本議員。 

○議員（２番 山本 定生君）  それと、たしか３.１１があった後に公務員の給与というのはか

なり抑制されて、一時やられました。その後、若干ずつ上がってくる形になってるんですが、現

在の水準は当時の水準からしてどれぐらいになるんでしょうか。大体戻ってるのか、それとも逆

に上がっているのか、まだ下がったままなのか、大体大まかで結構なんで。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えいたします。 

 先ほど条例の説明の中で、平成２６年の給与改正でかなり下がったというふうに申し上げまし

た。それについては、平成２９年度まで現給保障がありますので、現給は確保してますが、給料

表自体はそのときよりも下がっております。でありますので現給保障をしようという形になって

おりますので、給料表はその当時よりも下がっているというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  是石議員。 

○議員（７番 是石 利彦君）  先ほど給料表は同じものだということでした。ここに給料表が示

されておりますが、国家公務員もこの金額でいくんでしょうか。仮にそうだとしたらばどこで変

わるんでしょう。だから、吉富町も福岡市もこの給料表で行われているんでしょうか。その辺が

ちょっとわかりませんが。先ほどの説明では。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えいたします。 

 吉富町は６級で終わってるんですが、国家公務員の場合は９級、まださらに上位の級がありま

す。そういったものがございますので、吉富町は６級で終わってしまうんですが、国家公務員は

さらに７級、８級、９級と上がっていくにつれて給料が上がるという仕組みになっております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  岸本議員。 



- 12 - 

○議員（８番 岸本加代子君）  扶養手当のところで、「重度心身障害者」っていうところがある

んですけど、これは上乗せになるんですよね。例えば子供さんで重度心身障害児であった場合は、

その子がいただく扶養手当にその人が重度心身障害児であった場合はプラスされるんでしょうか。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えいたします。 

 扶養親族１人につきこの額でございますので、上乗せはされません。ですから、２２歳に達す

る子供さんとかここに掲げる１、２、３、４、５号の方で重度心身障害者であっても増額はされ

ない、１人につきでございますので増額はされないというふうなものございます。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  是石議員。３回目です。 

○議員（７番 是石 利彦君）  これはどの職員にも適用されるんだろうと思いますが、職員同士

で御結婚されている方、そういう方には当然何か差が出るんでしょうか、どちらかに出るんでし

ょうか。そういう給与の算定、何かあるんでしょうか。何か文章とかそういうものがあるんでし

ょうか。職員同士の結婚をなさっとる方で、どちらにもこの給与が、きょうの改定がされるんだ

ろうと思いますが、不利はないのかとか何かちょっと減額されたものがあるかとか、その差がも

しあるんなら教えてください。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  結婚していても１人の職員でございますので差はございません。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  梅津議員。 

○議員（４番 梅津 義信君）  議員席４番、梅津です。扶養認定される額というのは年収がある

と思うんです。吉富町の場合は、配偶者の扶養の年収は幾らまでを扶養の年収になってますか。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  １３０万円を超えた場合は扶養親族になれないという規定だったよ

うに記憶しております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  梅津議員。 

○議員（４番 梅津 義信君）  私サラリーマン出身の議員なので私の例を参考に申しますと、今

新聞等で政府が２８年度から扶養控除１５０万円、税制の問題でございます。現行１３０万円を

１５０万円に引き上げてということで報道されていますけども、それは保険とか、いわゆる第

３号の妻とかいうののかかわりが１３０万円からになります。扶養手当という金額の支給につい

ては、一般的な企業ではもっと下に抑えてられているケースもあります。この件については、ま
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た再度担当課で私が確認しますので結構です。 

○議長（若山 征洋君）  岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  先ほどの件なんですけども、そうしますと、扶養手当のほうの第

１２条第２項の１から５号以外の方で重度心身障害者の方に、この手当てが支給されているとい

うことなんでしょうか。それが１つと、今吉富町の職員給与のラスパイレス指数は幾つでしょう

か。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えいたします。 

 今岸本議員おっしゃられたとおりです。扶養についてはそういうことです。 

 ラスパイレス指数につきましては、今平成２７年度の資料を持ってるんですが、９２.７％と

いうふうになっております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  岸本議員。３回目。 

○議員（８番 岸本加代子君）  ３回目なんですけど、かつて２０年ぐらい前は吉富町のラスパイ

レスはたしか１００を超えていたと思うんです。今かなり下回ってるんですけども、１００を目

指す方針というのはあるんでしょうか。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  たしかにうちは低いというふうに私どもも思っております。それに

ついては、今何で低いんだろうかというのを分析をしておりまして、今後、級のわたり、先ほど

申し上げましたけどもうちは６級までなんですけども、級の昇給のあり方をちょっと検討したい

なというふうには思っております。そういった場合は、また条例になりますので議会のほうに御

提案をしたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  是石議員。 

 是石さん、４回目やから気をつけて。（「議長、４回目です。」と呼ぶ者あり） 

 ４回目でも、もう立ったから許しますから。 

○議員（７番 是石 利彦君）  ラスパイレスちゅうことはどっかと比較するんだろうと思うんで

すが、近隣とか比較対象のところはどこでしょうか。何自治体かあるでしょうけど。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  国家公務員の給与を１００とした場合の比較でございます。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  ほかにございませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  質疑なしと認めます。 

 これにて質疑を終わります。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第５９号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第５９号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。 

 反対討論ありませんか。山本議員。 

○議員（２番 山本 定生君）  現在の条例、大変よくわかりました。公務員の給与を上げること

にいささかも私も疑問もございません。しかし、今質疑の最中に総務課長並びに町長が、我々質

疑に対する暴言ともとられかねないような言い方をされました。議会は議場でありまして、議長

に権限があります。それに対して審議を拒否するような態度に関して私は反対いたします。（発

言する者あり） 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論ありませんか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  扶養手当に関して減額となる方もあるという問題点はあるものの、

全体としては前進方向にあると考えますので賛成いたします。 

○議長（若山 征洋君）  反対討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。梅津議員。 

○議員（４番 梅津 義信君）  争議権を持たない公務員にとって人事院勧告に従うということは、

またこれに従わない場合は、もうむちゃくちゃになると考えるので、ここは大いに賛成いたしま

す。 

○議長（若山 征洋君）  反対討論はありあませんか。是石議員。 

○議員（７番 是石 利彦君）  反対討論いたします。職員の給与の規定で増額をされるのは私は

賛成でございますが、ただいま私も気づかなかったんですが、私の発言の中で、議長の許可なし

に話す方がおったと聞きました。そういやそうだなということで、まず、その方の失言を訂正し

ていただきたいと思いますがいかがでしょうか。お願いいたします。議長の裁定をお願いいたし

ます。 

○議長（若山 征洋君）  討論のとこやから。 

○議員（７番 是石 利彦君）  賛成はしたんよ。 
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○議長（若山 征洋君）  賛成ですね。 

○議員（７番 是石 利彦君）  賛成です。 

○議長（若山 征洋君）  どういう意味かようわからんです、今。 

○議員（７番 是石 利彦君）  いいですか。 

○議長（若山 征洋君）  立って言うてください。 

○議員（７番 是石 利彦君）  それは、議長、ここは議場ですんで議長の許可を得て発言ができ

るわけです。それを執行部に座っとる方々がそれをみずから崩すようなことはいけないんじゃな

いかなと思いますんで、それをまず、事実を確認してどうするか、それを議長の裁定でお願いし

ます。 

○議長（若山 征洋君）  ４回目じゃないのと言うたことに、そのこと。 

○議員（７番 是石 利彦君）  ひとり言じゃない。 

○議長（若山 征洋君）  私の耳にはそれしか入ってない。 

○議員（７番 是石 利彦君）  それがいかんじゃないんですか。 

○議長（若山 征洋君）  そのことでしょ。 

○議員（７番 是石 利彦君）  はい。 

○議長（若山 征洋君）  そのことならもう許します。 

○議員（７番 是石 利彦君）  はい、わかりました。 

○議長（若山 征洋君）  そういうことにします。 

 討論なしと認めます。 

 これにて質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。御異議がありますので、起立により採決いたします。本案は、

原案のとおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（若山 征洋君）  起立６名です。多数であります。よって、議案第５９号一般職の職員の

給与に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり可決することに決しま

した。 

 日程第４、議案第６０号単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一

部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 担当課長に内容の説明を求めます。総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  御説明いたします。 

 議案書１１ページをごらんください。新旧対照表は１４ページをごらんください。 

 単純な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例、単純



- 16 - 

な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例（昭和３６年条例第６９号）の一部

を次のように改正する。 

 別表を次のように改める。別表（第８条関係）、労務職給料表です。一般職と同様に１級、

２級、３級の若年層で１,５００円、中間層では段階的に引き上げ額が下がり、高齢層では

４００円の引き上げとなっております。 

 議案書１５ページをお開きください。 

 附則でございます。第１条、（施行期日等）、この条例は公布の日から施行し、改正後の単純

な労務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例（以下「改正後の条例」という。）

の規定は、平成２８年４月１日から適用する。給料表の改定は４月１日にさかのぼって適用する

というものでございます。 

 第２条、（給与の内払）、改正後の条例の規定を適用する場合においては、改正前の単純な労

務に雇用される職員の給与の種類及び基準に関する条例の規定に基づいて支給された給与は、改

正後の条例の規定による給与の内払とみなす。 

 以上で説明を終わります。慎重に御審議の上、御議決くださいますようお願いいたします。 

○議長（若山 征洋君）  課長の説明が終わりました。本案に対して御質疑はありませんか。山本

議員。 

○議員（２番 山本 定生君）  今説明を受けました。先ほどの条例と同じような形だと思うんで

すが、これは町独自の部分がありましたらこちらも教えてください。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  町独自の部分はございません。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  ほかに御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  質疑なしと認めます。 

 これにて質疑を終わります。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６０号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６０号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。 

 反対討論はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  討論なしと認めます。 

 これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６０号単純な労務に雇用される

職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例の制定については、原案のとおり

可決することに決しました。 

 日程第５、議案第６１号平成２８年度吉富町一般会計補正予算（第５号）についてを議題とい

たします。 

 これからページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。 

 歳入２ページ。 

 歳出３ページ、４ページ。 

 次に、５ページ、事項別明細書総括歳入。 

 ６ページ、同じく総括歳出。 

 次に、歳入７ページ、歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  次に、歳出に入ります。 

 歳出８ページから、９ページ、１０ページ、１１ページ、１２ページ、１３ページ。 

 歳出全般について御質疑ありませんか。山本議員。 

○議員（２番 山本 定生君）  先ほどの全協で中途採用の方の話をお聞きしました。ちょっとげ

すな質問かもしれないんですけど、ボーナスの査定期間、これは吉富町の場合はいつからいつま

でといつからいつまでになってるのか、ちょっとその辺を教えてください。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  お答えをいたします。 

 ボーナスには、期末手当、勤勉手当がございますが、それぞれ任用の査定の期間が異なってお

ります。これは条例で定められているところでございますが、期末手当は６カ月以上勤務してい

れば１００分の１００、５カ月以上６カ月未満は１００分の８０、３カ月以上５カ月未満は

１００分の６０、３カ月未満は１００分の３０というふうになっております。 
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 勤勉手当につきましては、これはかなり細分化されておりまして１４まで細分化されています

ので、６カ月以上から１５日ずつとなっておりまして、９５、９０、８０、７０、６０、５０、

４０、３０、２０、１５、１０、５、０という形になっております。そういった６カ月以上であ

れば１００分の１００、それから段階的に下がりまして１５日未満であれば１００分の５、零と

いうのは全くないちゅうことです。１２月１日時点で何もないというのは零。だけでも、最低で

も１５日未満勤務をしていれば１００分の５の勤勉手当の支給限度額がございます。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  山本議員。 

○議員（２番 山本 定生君）  となると、１２月１日の計算でいくと、ことしの１２月１日から

来年の１１月３１日までの１年間を通じた日程を、期末手当のほうは半分にそれで割るんですか。

それとも、例えば会社だったら４月１日から８月末までとか年度内で割るわけですけど、この場

合はカ月なんでどうなるんですか。 

○議長（若山 征洋君）  総務課長。 

○総務課長（守口 英伸君）  期末勤勉手当の基準日は、６月１日と１２月１日になります。その

時点で６月以上、先ほどの期間、そういった形になっております。 

 以上です。 

○議長（若山 征洋君）  わかりましたか。 

 ほかにありませんか。 

 歳入歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  次に、給与費明細書１４ページ、１５ページ、１６ページ。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６１号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６１号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。 

 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  討論なしと認めます。 

 これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから、本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６１号平成２８年度吉富町一般

会計補正予算（第５号）については、原案のとおり可決することに決しました。 

 日程第６、議案第６２号平成２８年度吉富町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につい

てを議題といたします。 

 これから、ページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ、歳入２ページ、歳出３ページ。 

 次に、４ページ、事項別明細書総括歳入、５ページ、同じく総括歳出。 

 次に、歳入６ページ。 

 歳入全般について御質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  次に、歳出に入ります。 

 歳出７ページ。 

 歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  歳入、歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  次に、給与費明細書８ページ、９ページ、１０ページまで。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６２号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６２号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。 
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 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  討論なしと認めます。 

 これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから、本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６２号平成２８年度吉富町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）につついては、原案のとおり可決することに決しました。 

 日程第７、議案第６３号平成２８年度吉富町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）につ

いてを議題といたします。 

 これから、ページを追って質疑に入ります。 

 補正予算書１ページ。 

 歳入２ページ。 

 歳出３ページ。 

 次に、４ページ、第２表地方債補正。山本議員。 

○議員（２番 山本 定生君）  第２表地方債補正について説明をお願いします。 

○議長（若山 征洋君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（赤尾 肇一君）  御説明申し上げます。 

 まず、起債の目的でございます。公共下水道事業整備事業でございます。 

 補正前につきましては、限度額１億６,０００万円、起債の方法、証書借り入れ、利率につき

ましては４％以内、償還の方法につきましては、政府資金についてはその融資条件により、銀行

その他の場合にはその債権者と協定するものとする。ただし、町財政の都合により据え置き期間

及び償還期間を短縮し、または繰り上げ償還、もしくは低利に借りかえをすることができるとい

うことでございまして、今回、補正につきましては限度額を１億９,６１０万円に変更いたしま

す。起債の方法、利率、償還方法につきましては、補正前と同じでございます。 

 以上でございます。 

○議長（若山 征洋君）  内容の説明やろ。上下水道課長。 

○上下水道課長（赤尾 肇一君）  内容の説明につきましては、全協におきまして説明させていた

だきましたが、まず、その執行に当たりまして、予算上では予算の確保がなければ事業が執行で

きません。今回新たに委託業務を追加させていただいておりますので、歳出予算の確保が必要と
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なります。それに伴う歳入につきましても財源確保をしておかなければ歳入欠陥が生じますので、

今回下水道事業債として予算を確保するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（若山 征洋君）  いいですか。 

 ５ページ、事項別明細書、総括、歳入。 

 ６ページ、同じく総括、歳出。 

 次に、歳入７ページ。 

 歳入全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  次に、歳出に入ります。 

 歳出８ページ。 

 歳出全般について御質疑はありませんか。岸本議員。 

○議員（８番 岸本加代子君）  ちょっと予算書の見方がよくわからなくて、先ほど全協の説明で

は４,０２０万円、補助が得られるはずのお金が余ってると、それで今回新たな委託料を組んだ

ということだったんです。私的には、こういう場合は、先ほど地方債の説明の中で予算の組み方

としてというふうな理解をしたんですけども、その内諾が得られてるのならば、それこそ国、県

支出金のところにそのお金４,０２０万円、それがくるのかなと思ってたんですけど地方債にな

ってたので、この地方債って何なんだろうっていうのは私も山本議員と同じような疑問を抱いた

んです。その辺どうなんですか。 

○議長（若山 征洋君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（赤尾 肇一君）  お答えいたします。 

 まず、財源更正でございますが、国費につきましては国のほうから決定通知をいただいており

ますので、それに伴った数字を計上させていただいております。 

 今回、４,０００万円少しの執行残がまだ発生していると、それを執行するに当たりまして、

まず予算上の御説明を申し上げますと、先ほど申し上げましたとおり、歳出につきましては、そ

れに伴う歳入がないと歳入欠陥が生じますので、まず歳入の確保が必要となってきます。その確

保につきましては国費、それと起債、そしてあと使用料等が５％程度ございます。それとあと一

般会計からの繰り入れ、それで財政構成がされておりまして、まず、その中で国費はもう確定し

ているということ、また、一般会計、そして使用料等につきましてはまだ未確定であるというこ

とで、財源の確保といたしましては起債で対応するしかございません。そして、これは予算上の

話でございまして、今回この予算を確保した暁には速やかに事業を執行いたします。事業を執行

した後は未執行の国費、また下水道の使用料等の財源を充当いたしますので、執行後、予算の不
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用額等が発生してこようかと思います。それにつきましては、また速やかに次の議会等で減額補

正を上程させていただくと、そういったような流れになろうかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（若山 征洋君）  ほかにありませんか。太田議員。 

○議員（３番 太田 文則君）  補正で５,８００万円、管渠の実施設計委託料ということで、先

ほど全協でたしか３カ所委託を今度はこの補正でやろうという話だったんですけども、その３カ

所がわかるんであればちょっと教えていただけないかなと思っております。 

○議長（若山 征洋君）  上下水道課長。 

○上下水道課長（赤尾 肇一君）  この委託につきましては、昨年、平成２７年度に変更手続きを

させていただきました下水道事業計画１７２ヘクタールの事業計画で、今現在事業を進捗してい

るところでございますが、あと残りの４.８キロメーターを３本に分けまして工事を発注する予

定として計画を立てております。 

 位置といたしましては、広津地区、そして土屋地区、今吉地区の３カ所でございます。 

 以上でございます。 

○議長（若山 征洋君）  歳入、歳出全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  次に、９ページ、地方債の現在高の見込みに関する調書の変更。 

 次に、給与費明細書１０ページ、１１ページ、１２ページ。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６３号は、会議規則第３９条第３項

の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６３号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。 

 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。是石議員。 

○議員（７番 是石 利彦君）  賛成討論。全協の席で課長から説明を受けまして、ちょっと私の

感じ方として、今回の補正は下水道課の努力と企業の努力によって、結果として来年度に回す予
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定であったと思います４.８キロの下水道が計画されるということになりました。これは、町民

の付託に沿って下水道を早くやってくれという希望に沿った形だろうと思います。いい形で補正

を組んでいただいたと思います。よって、それに対し賛成をいたします。 

○議長（若山 征洋君）  反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論は。梅津議員。 

○議員（４番 梅津 義信君）  先ほど同僚議員が、今度の予算措置で３カ所はどこかという具体

的な質問をされました。その質問に答えた担当課の答えを聞き、大幅におくれている下水道事業

が少しでも早くスピードアップしたということを認識いたしました。よって、この補正予算に全

面的に賛成いたします。 

○議長（若山 征洋君）  反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  討論なしと認めます。 

 これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６３号平成２８年度吉富町公共

下水道事業特別会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決することに決しました。 

 日程第８、議案第６４号平成２８年度吉富町水道事業会計補正予算（第３号）についてを議題

といたします。 

 これからページを追って質疑に入ります。 

 補正予算１ページ。 

 補正予算実施計画２ページ。 

 予定貸借対照表３ページ、４ページ。 

 補正予算明細書５ページ。 

 給与費明細書６ページ、７ページ。 

 以上、補正予算書全般について御質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第６４号は、会議規則第３９条第３項
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の規定により委員会付託を省略したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６４号は委員会付託を省略する

ことに決しました。 

 次に、討論に入ります。 

 反対討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  賛成討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  討論なしと認めます。 

 これにて、質疑、討論を終わります。 

 これから本案を採決いたします。本案は原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（若山 征洋君）  御異議なしと認めます。よって、議案第６４号平成２８年度吉富町水道

事業会計補正予算（第３号）については、原案のとおり可決することに決しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（若山 征洋君）  以上で、今期臨時会に付議された事件は、全て議了いたしました。 

 これをもちまして、平成２８年第１回吉富町議会臨時会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前11時16分閉会 

────────────────────────────── 


